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今年度は久山町研究50周年にあたり学会活動を含めて多忙な1年でした。皆様からの温かい御支援により私たちにとって

有意義な年であったことを感謝致します。これを契機に一層の発展を誓い「健康の町久山」の情報発信、疫学研究と健康管理

の一体化が今後の重要課題と考えております。今後ともよろしくお願い申し上げます。

代表理事　　尾前　照雄
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平成23年度は、賛助社員および一般寄付として、総額37,250,000円
の寄付を頂戴しました。
この場をお借りして、改めて感謝の意を表します。

本法人は、九州大学病態機能内科学ならびに環境医学を中心とした疫学
研究と臨床研究の成果を活用し、生活習慣病の予防と治療法の開発を通
じて国民の健康福祉の推進に貢献することを目的としています。
本法人の活動にご賛同下さる方は、賛助社員（事業年度のみ）としてご支
援いただければ幸甚に存じます。個人一口1万円から、団体一口10万円
からとなっています。詳しくは法人事務局までご一報いただきますか、
または、法人ホームページをご覧ください。

ご寄付をいただきありがとうございます

（個人）　　川北 幸男 様
　　　　　他 匿名 1名 様
（団体）　　聖マリア病院（理事長 井手 義雄）様
　　　　　他 匿名7団体 様

平成23年11月4日（金）ロシア連邦医療改革推進チームの副会長ナターリア・ウシャ

コーヴァ氏以下11名が久山町役場とヘルスC&Cセンターを訪問し会談と意見交換を

行った。

●平成23年11月20日、「久山町にいるすごい人たち講演会」の要請を受け、「健康づ

くりの町ひさやま」について講演した。（於 レスポアール久山）

●平成24年2月8日、老人クラブ

連合会役員約20名に、「ヘルス

C&Cセンターの役割」・「老年者

の健康問題について」、2月9日、

下山田老人クラブの会員48名

に「老年者の健康問題について」

と題し講演した。

（於 久山会館と下山田公民館）
久山町研究グループ、「科学技術への顕著な貢献2011（ナイスステップな研究者）」を受賞

訪問者

調査状況

研究成果発表

健康講話（尾前照雄代表理事）

久山町研究グループ、「遠山椿吉記念 第２回 健康予防医療賞 特別記念賞」を受賞

ごあいさつ

平成23年12月27日、久山町研究グルー

プが「科学技術への顕著な貢献2011（ナ

イスステップな研究者）」に選定されまし

た。この賞は、文部科学省科学技術政策研

究所が、科学技術への顕著な貢献をした

研究者を選定しているものです。今回の久

山町研究グループの受賞は、50年間にわ

たる精度の高い地域疫学研究と新たなエ

ビデンスの創出が評価されたものです。

2012年2月27日に、研究グループを代

表して、清原 裕教授（九州大学大学院医

学研究院環境医学分野）、久芳菊司久山町

長が文部科学省で開催された授賞式に出

席しました。

平成24年2月7日、ホテルメトロポリタンエドモント（東京）にて「遠山椿吉記念 

第2回 健康予防医療賞 授賞式」が開催され、久山町研究グループが、「遠山椿吉

記念 第２回 健康予防医療賞 特別記念賞」を受賞しました。 

この健康予防医療賞は、財団法人東京顕微鏡院の創業者で初代院長である医

学博士、遠山椿吉先生の公衆衛生向上と予防医療の分野における業績を記念して

創設された顕彰制度で、公衆衛生の領域において、人々の危険を除き、命を守るた

めに、先駆的かつグローバルな視点で優秀な業績をあげた個人または研究グルー

プに授与されるものです。

（H24年4月1日 現在）役　員
平成20年度から22年度にかけて福岡県内の日本糖尿病学会研修認定施設と認定専門医の診療所に通院中の糖尿病患

者5131人を登録し、生活習慣、うつ症状、治療状況などを調査し、血液、尿、DNA検体を収集した。

平成23年度は登録患者の治療状況や合併症（脳心血管障害、腎機能、網膜症、足病変、重症低血糖、骨折、癌など）の追跡

調査を行った。１年後の追跡率は99％以上で、死亡者は33人であった。死因は癌と脳血管障害が最も多く、合併症イベント

は骨折、心臓病、癌、重症低血糖の順に多かった。

非糖尿病の対照群として、平成19年度の久山町健診受診者3351人を合わせた8482人からなるデータベースを構築し、登

録時の断面調査のデータを解析した。以下に主な結果を示す。

平成23年11月26日に、尾前代表理事、清原、北園副代表理事を交えて、ソラリア西鉄ホテル（福岡市）でＦＤＲ発表会を開

催した。

左から、清原教授、（財）東京顕微鏡院 山田匡通理事長
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木下　康一
中西　裕二

久山町議会 議長
中西裕二公認会計士事務所
所長

有川　節夫
飯田　三雄

井手　義雄

岩城　徹 

上野　道雄

小田　義直

梶山　千里

鎌田　迪貞

久保　千春
佐伯　久雄
佐渡島省三

田中　健蔵
田平　武

中野　昌弘

松田 峻一良

九州大学 総長
公立学校共済組合
九州中央病院長
社会医療法人 雪の聖母会
理事長
九州大学大学院医学研究院
神経病理学 教授
国立病院機構
福岡東医療センター 院長
九州大学大学院医学研究院
形態機能病理学 教授
公立大学法人福岡女子大学
理事長・学長
九州電力株式会社
相談役
九州大学 病院長
糟屋郡町村会 事務局
医療法人相生会 新吉塚病院
院長
学校法人 福岡学園 理事長
順天堂大学大学院医学研究科
認知症診断・予防・治療学
教授
社会医療法人財団白十字会
白十字病院 糖尿病センター長
社団法人福岡県医師会 会長

久芳　菊司
清原　裕

北園　孝成

久山町長
九州大学大学院医学研究院
環境医学  教授
（常務理事を兼任）
九州大学大学院医学研究院
病態機能内科学 教授

尾前　照雄 国立循環器病研究センター
名誉総長
久山町ヘルスC&Cセンター長

①糖尿病患者では久山町の正常耐糖能者と比べてうつ症状を有する人が2.6倍多く、糖尿病合併症が重症化す

るほどうつ症状が強かった。

②正常耐糖能者、前糖尿病者、２型糖尿病患者のいずれにおいても、食事速度が速いほど肥満やメタボッリク症

候群の合併が増加していた。さらに、インスリン治療者では食事摂取速度が速いほどHbA1cが高値であった

（福岡県医学会総会優秀ポスター賞受賞）。

③糖尿病患者では正常耐糖能者より高血圧の合併が有意に多く、ガイドラインが推奨する130/80以下は40%

程度に過ぎなかった。

④食物繊維の摂取量を四分位に分けて検討したところ、食物繊維摂取量が多いほど、肥満者が少なく、血糖、血

圧、脂質が良好であった。

⑤身体活動量をメッツ換算で評価したところ、身体活動量の増加はメタボリック症候群やうつ症状の減少と関

連していた。

⑥飲酒者には高血圧の合併が多く、飲酒量の増加に伴い、血圧が上昇し、朝食前血糖も上昇していた。
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福岡脳卒中データベース研究（Fukuoka Stroke Registry: FSR）

日本人のための脳梗塞再発リスクスコア開発のための共同研究リスクスコアモデルの開発
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平成24年3月23日、久山町研究室の清原裕教授、二宮利治医師、平川洋一郎医師が、日系ハワイ在住米国男性を対象にした

疫学研究 Honolulu Heart Program の基幹病院である Kuakini Health System, Hawaii を訪問し、共同研究の可能

性について研究者との有益なディスカッションを行いました。

清原 裕教授、Mr.Gary Kajiwara（President／CEO） Dr. Kamal Masaki, M.D., Department of Geriatric Medicine,
University of Hawaii とディスカッション

平成23（2011）年度の活動

久山町研究

平成23年度の生活習慣病予防健診は、平成23年6月16日から8月10日までの計23日間行われた。受診者数は2,278名（男

性974名、女性1,304名）であった。健診では、問診、身体計測、血圧測定、診察、採血、75ｇ経口糖負荷試験、検尿、心電図、呼

吸機能検査、骨密度検査、眼科検診、歯科検診、ストレス検査を含む包括的な項目を実施した。また、8月11日に新たに町外転

出者の健診を行い、36名が受診された。

久山町における追跡調査の成績を用いた心血管病及び糖尿病発症の予測モデルを利用した生活習慣病の発症予測システ

ム（H21年9月25日特許共同出願済）を株式会社野村総合研究所が商品化している（商品名：「健康みらい予報」）。ユーザーよ

り発生する「健康みらい予報」に関する医学的・統計学的な問い合わせの対応業務を平成21年度に引き続き、野村総合研究所

から受託した（H22年12月1日～H23年11月30日）。さらに、同研究所より、「健康みらい予報」における心血管病発症の予測

モデルの改造について研究業務の委託を受けた（H23年12月15日～H24年3月16日）。今後も生命保険会社等での活用な

ど、新たなサービス展開の可能性を検討していく予定である。

平成20年度より、株式会社明治および中村学園大学との共同研究において、牛乳・乳製品摂取がメタボリックシンドローム

（MetS）等の生活習慣病に与える影響を検討してきた。これまでの研究で、平成14年の久山町の健診受診者において、乳・乳

製品摂取とメタボリックシンドロームの有病率との間に有意な関係が存在することを明らかにしてきたが、本年度はその成績

の論文化に取り組んだ。また、平成17年の65歳以上の高齢者を対象にした断面調査で、乳・乳製品摂取と日常生活動作

（ADL）との関連を検証したが、有意な関係は見いだせなかった。さらに、昭和63年に健診を受診した60歳以上の高齢者の追

跡調査（17年間）において、乳・乳製品摂取と認知症発症の関係を検討した。その結果、乳・乳製品摂取量の多い者は、認知症、

とくにアルツハイマー病の発症リスクが有意に低いことを明らかにした。今後、その成果を学会ならびに医学誌に公表する予

定である。
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久山町研究室の原著論文（2011.1.1～2011.12.31）

他施設との共同研究論文（2011.1.1～2011.12.31）

平成24年2月末での登録実績は同意取得患者数6,077名、データ入力完了患者数5,727名である。同意取得率は89%、追跡

率は99%台を維持している。学会発表は、国内学会としては第52回日本神経学会総会（H23年5月、名古屋）で６題、第53回日

本老年医学会学術集会（H23年6月、東京）で１題、第20回日本脳ドック学会総会（H23年7月、東京）で１題、第36回日本脳卒

中学会総会（H23年7月、京都）で19題、の発表を行い、国際学会としてはXX. European Stroke Conference（H23年5月、

ハンブルグ）、27th International Conference on Pharmacoepidemiology & Therapeutic Risk Management

（H23年8月、シカゴ）、International Stroke Conference（H24年2月、ニューオーリンズ）で１題の演題を発表した。これら

のデータの論文化も進み、Stroke誌、Neurology誌、Cerebrovascular Diseases誌、Journal of Stroke and 

Cerebrovascular Diseases誌、Journal of the Neurological Sciences誌に各１編の論文が採択された。

脳梗塞患者180名の登録を終了し、脳梗塞の診断・脳梗塞各病型の診断・脳梗塞の増悪予測因子・脳梗塞の予後予測因子

となるバイオマーカーを見いだし、国内特許出願中である。また、最も性能のよい３種類のバイオマーカーについては国際特

許出願手続きを完了した。現在、マウスや培養細胞を用いて、これらのバイオマーカーの機能解析のための基礎研究を行って

おり、得られた結果については論文投稿中である。さらに、多数のバイオマーカーについて統計数理研究所との共同研究を

開始し、新たな統計解析方法を駆使して網羅的な解析も行っている。

脳梗塞急性期治療薬エダラボンと急性期脳梗塞患者の腎障害に関する検討結果がまとまり、その成果は第36回日本脳

卒中学会総会（平成23年7月、京都）で発表した。現在、薬剤の効果に関する論文を投稿中である。

本研究は、バイオマーカー探索研究（REBIOS）で脳梗塞との関連が明らかとなったバイオマーカーの有用性の検証と精度

の高いバイオマーカーの探索を目的として行う九州大学、田辺三菱製薬株式会社、及び三菱化学株式会社との共同研究であ

る。一過性脳虚血発作や出血性脳血管障害を含めた発症24時間以内の急性期脳卒中症例全例を対象として、REBIOSでの

知見の再現性と脳梗塞特異性を検討する予定である。平成22年8月に各施設の倫理委員会で承認され同年9月から登録を

開始した。研究期間は平成26年3月までを予定しており、登録予定症例数は800例である。平成24年2月末までに629例の

症例が登録された。また、これまでの中間解析結果も得られており、随時検討を行っている。

FSRのデータを用いて、九州大学、富山大学、日本脳卒中協会と共同で、脳梗塞患者の再発を予測するための簡便なリスク

スコアを開発した。その成果は第20回日本脳ドック学会総会（平成23年7月、東京）で発表した。リスクスコアはFukuoka 

Stroke Risk Score for Japanese（FSRJ）と名付け、論文投稿中である。脳卒中予防に貢献する目的で、日本脳卒中協会

を通じて全国に発信する予定である。

久山町研究グループ、ハワイのクアキニヘルスシステム訪問

多施設共通データベースを用いた脳卒中に関する臨床疫学研究

脳梗塞におけるバイオマーカー探索、解析に関する共同研究（REBIOS）

脳梗塞急性期における有害事象に関する疫学調査

脳梗塞におけるバイオマーカーの検証に関する共同研究（VREBIOS）

健診事業

牛乳・乳製品摂取がメタボリックシンドローム等に与える影響に関する疫学研究
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